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特集「夢と希望がもてるまちづくり」を考える

2020年（令和2年） 4月25日発行

手洗いチェッカーによる確認手洗いチェッカーによる確認

第19
号

●議会報告会

Okaya City Assembly News

◯次号（第20号）の発行は、令和2年7月25日の予定です。

　
例
年
で
あ
れ
ば…

　
冬
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、陽
光

が
濃
く
な
り
、木
々
が
芽
吹
き
草
花

た
ち
の
鮮
や
か
な
色
が
生
活
に
彩
を

添
え
、心
が
弾
む
季
節
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、現
在
、見
え
な
い
敵

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）に
私
た
ち

の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
３
密
の
回

避
」「
不
要
不
急
の
外
出
は
自
粛
」

テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
で
繰
り
返
さ
れ

る
こ
の
言
葉
が
、私
た
ち
の
心
を
滅

入
ら
せ
、不
安
な
気
持
ち
を
増
幅
さ

せ
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
ば
か
り
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、こ
の
見
え
な
い
敵
に
つ

い
て
正
確
な
情
報
で
理
解
を
し
て
、

予
防
策
を
張
る
こ
と
で
す
。

　
外
出
後
の
入
念
な
手
洗
い
、う
が

い
、そ
し
て
、一
番
の
予
防
法
は
、外

に
出
な
い
。ス
テ
イ
ホ
ー
ム
。（
家
で

過
ご
す
こ
と
）

　
一
見
す
る
と
、敵
を
怖
が
っ
て
逃

げ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

私
た
ち
が
外
出
し
な
い
こ
と
が
、敵

と
戦
う
、最
強
の
戦
術
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

少
し
の
間
、窮
屈
で
す
が
、「
自
分
の

命
、大
切
な
人
の
命
、み
ん
な
の
命
を

守
る
」を
合
言
葉
に
、み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　（
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
一
同
）
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・新年度予算審議「私はここに着目した」
・一般質問（ダイジェスト版）

・飛び出せ議員！「突ゲキ生レポート」

【令和2年第1回定例会】

議会の「フォト」広場

編集後記
議員18人に聞きました

4月6日 正しい手洗い方法を体験（新型コロナウイルス感染予防）
　市内の企業で行われた「手洗いマイスター（県認定）」による講習現場を取材しました。感染から自分を守る手洗いの
ポイントを学び、正しい洗い方で、よりきれいになることを体験しました。　　　　　　　　　 （突ゲキ生レポートより）

「夢と希望がもてるまちづくり」を考える
議会報告会

新型コロナウィルスに負けない!!
－感染拡大防止－

私が思う「夢と希望がもてるまち」とは

【  　　　  】
市内の企業で行われた「手洗いマイス
ター（県認定）」による講習現場にて
（株）ツカダファイネスの皆さんから、
ご意見をいただきました。

4月6日

特集

①市議会議員に対する
　イメージは？
②議員へ望むことは？
③新型コロナウィルスに
　思うことは？

①まちのことを考えてくれる人
②裏表のない人
　相手によって変わらない人
③みんなが我慢するとき、今なら
　まだ、被害を最小限にできる

①ピンとこない
　（はっきりわからない）
②若い人たちが増えるまちの
　実現の施策の提言
③我慢して耐えるとき

［向井幹公さん］

①民の意見を実現してくれる人、
　行政・生活の質の向上になって
　くれる人
②行動力、スピード感のある人、今
　の時代に合った新しい感覚の
　持ち主
③新型コロナウイルスのような不
　透明な時代の時こそ、議員には
　頑張ってもらいたい

　岡谷市議会では、岡谷市が設置した「新型コロナウイルス感染症岡谷市対策本部」での方針決定について、議員間で情報の共
有を図るとともに、全員協議会において、市側から現状の報告を受けるなど、状況把握に努めているところであります。
　また、岡谷市議会議員としての対応については、「岡谷市議会議員の新型コロナウイルス感染防止のための行動指針～感染を
広げないため～」を定め、議員一人ひとりがこの行動指針を踏まえた行動をするよう意思統一を図っております。

［小口　崇さん］

●市内でウェットプロセス装置と
　洗浄機を製造する
株式会社ツカダファイネス

ご協力いただいた企業

新型コロナウイルス感染症に対する岡谷市議会の対応

［塚田尚希さん］

塚田　功さん
代表取締役社長

※新型コロナウィルス感染防止のため、マスクを着用。
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「
夢
と
希
望
が

 

も
て
る

 

ま
ち
づ
く
り
」

     

を
考
え
る

●
議
会
報
告
会

■総務委員会（Aグループ）で出された意見と対応

議会報告会「夢と希望がもてるまちづくり」を考える特  集

　

令
和
２
年
１
月
24
日（
金
曜
日
）に
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
メ
イ
ン
と
し

た
議
会
報
告
会（
７
回
目
）を
イ
ル
フ
プ

ラ
ザ
３
階
で
開
催
し
ま
し
た
。改
選
後

初
め
て
の
開
催
と
な
り
、「
夢
と
希
望
が

も
て
る
岡
谷
市
を
考
え
る
」 

〜
議
員
と

語
ろ
う 

お
か
や
の
未
来
〜 

と
題
し
、昼

の
部
で
は
60
名
、夜
の
部
で
は
45
名
、合

計
１
０
５
名
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
夢
と
希
望
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
共
通
テ
ー
マ
に
、A
グ
ル
ー
プ
（
総

務
委
員
会
）、B
グ
ル
ー
プ
（
社
会
委
員

会
）、C
グ
ル
ー
プ
（
産
業
建
設
委
員
会
）

に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。昼
の
部
に
お
い
て

は
、参
加
者
増
に
よ
り
、急
き
ょ
、D
グ

ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
場
で
は
、貴
重
な
ご
意

見
、ご
質
問
、ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。な
お
、意
見
交
換
会
に
お
け
る
ご
意

見
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
は
岡
谷
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　総務委員会のグループでは、「転入者、とりわけアパート住
民の区への加入が少ない。茅野市では条例で区加入を促して
いると聞くが、市として積極的な取組ができないか」「高齢
化、区民減少による役員の成り手不足」など、区行政運営の厳
しい状況について多くのご意見をいただきました。
　区加入の促進について市担当課に確認したところ、窓口に
て転入者等へ区加入のメリットを記載した市区長会と市の連
名のチラシ「区に加入しよう！」を配布し、入区案内を行って
いるとのことでした。茅野市では、入区を義務付ける入区条例
の制定を検討されたようですが、難しいとの判断がされ、当市
同様、入区の重要性を説明しながら入区案内をしているとの
ことです。

■産業建設委員会（Cグループ）で
出された

　意見と対応

■昼の部（Dグループ）で出された意見

■アンケート結果（抜粋）
■出席者105名（回答者90名）

　産業建設委員会のグループで
は、産業面で、「市内

企業就職のための高校生へのPR
の充実や諏訪地方

の特性（乾燥し、製品が錆びにくい
）を生かした、製造

業の企業誘致について」ご意見を
いただきました。

　いずれも、重要な課題と認識し
ています。

　「創業支援を受けたが、事業拡
大に対しての支援

について」のご意見には、その企業
を訪問し、市担当

課の状況を伝えてきました。

　観光面では、「市内への誘客促
進のため、カリスマ

性の高いスカイラインミュージア
ムを活用すべき」と

のご意見がありました。今後、観光
周遊ルートの検討

を進めていくとのことでした。

　その他、「県や市の支援体制につ
いて、景気動向の

情報発信について」といったご意見
が出されました。

　「若い世代や女性の声をまちづくりに生かしてほしい」 「自然災
害・少子高齢化・人口減少」という将来の難題の解決方法として、
「防災対策、広域連携なども考えていってほしい」といったご意見を
いただきました。

■社会委員会（Bグルー
プ）で出された意見と対

応

　多くのご意見をいた
だき、全て今後の課題と

してとらえてお

りますが、ここでは一部
のご意見についてご紹

介いたします。

　子育て世代の女性と
、食育について研究をさ

れている女性よ

り「体を作る重要な時期
に、添加物又は輸入小

麦などが多く

使われており食育や給
食について配慮が不足

している」との

ご意見がありました。こ
の件につきましては、よ

り理解を深め

るための取り組みを検
討してまいります。

　見守り隊をされてい
る方より「歩道と車道の

区別がない場

所や、白線が消えている
場所があり危険である

」とのご意見

に、早速委員による現地
確認及び担当部署との

打ち合わせに

より、即対応いたしまし
た。

　その他「人口減少に伴
う公共料金の負担額や

、区の存続」な

ど大変に重要なご意見
をいただいております。

20代 1％

〈市内内訳〉 〈人〉

30代 3％

40代 7％

60代
37％

70歳以上
41％

わかりにくい
5％

・時間の都合もあると思うが表面的な感じがした。
・議会改革の説明、資料があるとわかりやすかった。
・わかりやすかったが、簡略すぎる。
・もっと実効のある活動報告をしてほしい。
・もう少し報告時間があると良かった。

◯上　浜
◯今井・小井川
◯三　沢
◯東堀・間下・その他（市内）
◯花岡・小尾口・その他（長地）
◯駒沢・中屋・新倉
◯西堀・岡谷・小口・下浜
◯横川・橋原・新屋敷・鮎沢・中村・その他（川岸）

12
各9
8
各5
各4
各3
各2
各1

●年齢は？

●わかりやすさは
　どうでしたか？

●お住まいは？

●内容はいかがでしたか？

わかりやすい
82％

無回答
13％

50代 10％

特集

声声！！

声声！！

いただい
た

105人、124の

A
グループ

B
グループ

C
グループ

D
グループ

その　　　 を整理し、
今後の議会活動に
取り上げていく

⇩

23

第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場

特  

集

特
集
／
第
１
回
定
例
会



田村みどり

議会報告会「夢と希望がもてるまちづくり」を考える

★議員18人に聞きました。私が思う「夢と希望がもてるまち」とは

特  集令和2年 第1回定例会（3月定例会）

○第1回定例会（全会一致により可決等された議案等一覧）

○第1回定例会（賛否が分かれた議案一覧）

議長：議長職のため採決に加わらない  ○：賛成 ×：反対

議案番号

議案第13号

議案第15号

議案第16号

議案第21号

議案第26号

岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

令和２年度岡谷市一般会計予算

令和２年度岡谷市国民健康保険事業特別会計予算

令和２年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計予算

令和元年度岡谷市一般会計補正予算（第11号）

社会

３常任

社会

社会

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議長

議長

議長

議長

議長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

審
議
結
果

付
託
委
員
会

件　名

議案番号
報告第１号
報告第２号
報告第３号
議案第  １号
議案第  ２号
議案第  ３号
議案第  ４号
議案第  ５号
議案第  ６号
議案第  ７号
議案第  ８号
議案第  ９号
議案第１０号

専決処分の承認を求めることについて（令和元年度 岡谷市一般会計補正予算〈第８号〉）
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について）
専決処分の報告について（令和元年度岡谷市一般会計補正予算〈第９号〉）
岡谷市固定資産評価審査委員会委員の選任について
岡谷市等公平委員会委員の選任について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
岡谷市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
岡谷市手数料条例の一部を改正する条例
市道路線の認定について
令和元年度岡谷市一般会計補正予算（第10号）
令和元年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和元年度岡谷市病院事業会計補正予算（第２号）
岡谷市監査委員に関する条例等の一部を改正する条例

件　名 議案番号
議案第１１号
議案第１２号
議案第１４号
議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２０号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２4号
議案第２５号
議案第２７号
議案第２８号

岡谷市看護専門学校条例の一部を改正する条例
岡谷市環境基本条例の一部を改正する条例
岡谷市営住宅条例の一部を改正する条例
令和２年度岡谷市地域開発事業特別会計予算
令和２年度岡谷市分収造林事業特別会計予算
令和２年度岡谷市霊園事業特別会計予算
令和２年度岡谷市温泉事業特別会計予算
令和２年度岡谷市湊財産区一般会計予算
令和２年度岡谷市水道事業会計予算
令和２年度岡谷市下水道事業会計予算
令和２年度岡谷市病院事業会計予算
令和元年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
岡谷市副市長の選任について

件　名

浜
　
　
幸
平

遠
藤
　
真
弓

笠
原
征
三
郎

大
塚
　
秀
樹

小
松
　
　
壮

早
出
　
一
真

今
井
　
康
善

武
井
　
友
則

今
井
　
秀
実

早
出
す
み
子

今
井
　
義
信

中
島
　
保
明

中
島
　
秀
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　議会報告会で市民の皆様からいただいた貴重な
ご意見を、今後の議会活動で取り上げ、議員間で討
論し、政策提案等につなげていきます。

自己研鑽のため、旅立
つ若者に、自信を持っ
て「帰っておいで」と言
える、活気あるまち

（右写真：令和2年3月27日議会改革検討委員会の様子）

山崎  仁
子どもたちが胸をはっ
て誇れる物やオシャレ
な場所があり活気と
便利で安心して住める

藤森 博文

◯私たちの大きな「夢」（漢字）がみえますか？

夢の実現へ道筋が示さ
れ、誰もが安心して暮
らせて、次世代教育や
育成に主眼を置くまち

渡辺 太郎
希望すれば誰もが必
要な教育を受けられ、
自らの可能性を開き、
成長・挑戦できるまち

中島 秀明
夢の光景：毎週末に各
種の地元プロチームの
ユニフォームを家族で
着て共に応援する光景

吉田  浩
市民と地域と行政が連
携し全世代に居場所の
あるまちづくり推進に
より笑顔で溢れるまち

早出すみ子
ひとり、ひとり
が 活 き 活 き
と、笑顔で安
心して平和に
暮らせるまち

今井 義信
基幹産業の維持の
ため、若者も含め
た就労者の労働環
境や、社会保障が
整えられること

中島 保明
子どもに豊かな自
然、大人に充実した
子育て環境と働き
がい生きがいを持
てる職場と地域

今井 康善
全世代の人々が現在
そして将来、自己実
現の為にチャレンジ
できるコミュニティ
があるまち

武井 友則
存在価値を感じられ
て、暮らすことに誇り
が持てるまち。満足感
を持って働けるまち

今井 秀実
子どもたち、若者たちの
元気な声が響く中、大人
も高齢者も一緒に元気
に過ごすようなまち

大塚 秀樹
安全安心で自然と都
市機能が豊かで人々
がお互いを共生しあ
えるまち

小松  壮
若者が魅力あるまちこ
そ、夢と希望が持てる
まち。「夢への架け橋と
賑わいのまちの創出」

早出 一真
持続可能な経済成
長をする中で、市民
誰もが幸福を感じ、
人が集い賑わいの
あるまち

浜  幸平
すべての世代に充実
した公共サービスを
提供し、健康的で住
みやすさが実感でき
るまち

遠藤 真弓
まるで登山道のように、
こんにちは！と見知ら
ぬ人とでも当たり前に
挨拶が交わされるまち

笠原征三郎

夢の実現に向け、
議員一同、日々まい進中！

少子高齢化という
言葉がなくなり、長
寿が本当に祝福さ
れ、安心して子育て
が出来る社会

　

 

国
保
会
計
は
独
立
採
算
制
が
原
則
で

あ
り
、加
入
者
の
方
に一
定
の
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
制
度
上
の
基
本
。国
で

は
、法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
計
画
的
に
解

消
、削
減
さ
せ
る
た
め
、市
町
村
に
本
腰
を

入
れ
て
解
消
、削
減
に
取
組
む
こ
と
を
求

め
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、新
た
な
法
定

外
の
繰
入
れ
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

▼
３
年
連
続
の
引
き
上
げ
は
、加
入
者
の

暮
ら
し
を
際
限
な
く
苦
し
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。市
民
の
健
康
と
命
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
、一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
り

入
れ
を
行
い
、税
率
引
き
上
げ
を
回
避
す

る
対
応
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、本
議
案
に
反

対
す
る
。

▼
財
政
基
盤
の
安
定
化
、税
負
担
の
変
動

の
軽
減
を
図
り
、持
続
可
能
な
制
度
と
し

て
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。複

数
年
に
及
ぶ
税
率
改
定
に
よ
り
、国
保
税

の
急
激
な
上
昇
を
緩
和
す
る
こ
と
、ま
た
、

県
内
で
統
一さ
れ
た
保
険
税
率
で
財
政
運

営
で
き
る
よ
う
努
め
て
も
ら
う
こ
と
を
期

待
し
、本
議
案
に
賛
成
す
る
。

◆ 

反
対
討
論【
反
対
意
見
】

◆ 

賛
成
討
論【
賛
成
意
見
】

被
保
険
者
が
納
め
る
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
平
均
２
．４
９
％
改
定
す
る
に
あ

た
り
、被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
り
入

れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

問答

※

委
員
会
で
は
、賛
成
多
数
に
よ
り
、

　

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
、採
決
に
よ
り
本
議
案
は

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

議
案
第
13
号

岡
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

社
会
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の

主
な
質
疑
及
び
市
側
の
答
弁

並
び
に
審
査
結
果

○
討
論
の
概
要

定例会本会議

令
和
２
年 

第
１
回
定
例
会（
３
月
）

主
な
議
案
の
審
議
経
過

　
令
和
２
年
２
月
17
日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、議
案

31
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。令
和
２
年
度
一
般
会
計・特
別
会
計・企
業
会
計
の
予
算
案（
11
議

案
）は
、３
常
任
委
員
会（
総
務・社
会・産
業
建
設
）に
付
託
さ
れ
、３
月
９
日
・
10
日
に
審
査

を
行
い
、３
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

※掲載は議席番号順

総務
社会

45

第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場

特  

集

特
集
／
第
１
回
定
例
会



●新年度予算審議（一般会計／特別会計／企業会計）令和2年 第1回定例会（3月定例会）

教育環境のICT化実現で
学びの機会充実を

湾曲する湖岸

新時代への対応と
地域資源の
積極的な活用

　

市
民
参
加
の
イ
ベン
ト
、講
演
会
、市
の

事
業
等
の
紹
介
、災
害
時
の
緊
急
放
送
な

ど
、関
心
が
持
て
る
内
容
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。次
回
更
改
に
向
け
、S
N
S

等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
研
究
を
行
い

な
が
ら
、事
業
の
必
要
性・費
用
対
効
果
に

つい
て
再
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
利
用
の
多
い
若
年

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
が
、年
齢
制

限
は
つ
け
ず
、誰
で
も
応
募
で
き
る
。写
真

部
門
と
動
画
部
門
が
あ
り
、７
月
か
ら
９

月
頃
開
催
す
る
予
定
。２
次
審
査
ま
で
通

過
し
た
10
作
品
を
市
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
へ

掲
載
し「
い
い
ね
ボ
タ
ン
」を
押
し
て
も
ら
う

ほ
か
、市
役
所
内
に
掲
示
し
て
投
票
し
て
も

ら
い
、最
優
秀
賞
等
を
決
定
す
る
。

　

 

３
歳
児
が
対
象
。３
歳
児
健
診
時
に
イ

ラ
ス
ト
付
き
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
引
換
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。初
め
て
自
分
の
カ
ー

ド
で
選
び
借
り
る
機
会
と
、楽
し
み
の
創
出

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。来
館
時

に
対
象
児
童
を
写
真
撮
影
し
、ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
カ
ー
ド
と
し
て
渡
す
。

▼
各
区
が
望
む
行
政
事
務
交
付
金
の
算
出

方
法
で
は
な
い
、小
中
学
校
の
英
語
教
科
に

伴
う
児
童
生
徒
、教
師
へ
の
新
た
な
負
担

増
、消
費
税
増
税
分
に
よ
る
使
用
料
等
の

引
き
上
げ
継
続
、職
員
の
正
規
、非
正
規
の

格
差
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
議
案
に
反
対
す
る
。

▼
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、健
全
育
成
へ
の

取
り
組
み
、移
住
定
住
、防
災
減
災
等
、多

岐
に
わ
た
る
課
題
に
対
処
す
べ
く
、き
め
細

か
い
施
策
展
開
に
向
け
て
予
算
編
成
さ
れ

て
い
る
。持
続
可
能
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
要
望
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　
 

体
験
会
は
、バ
ー
チ
ャ
ル･

リ
ア
リ
テ
ィ
ー

の
技
術
を
活
用
し
て
認
知
症
を
疑
似
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、認
知
症
患
者
の

方
の
視
点
で
物
事
を
考
え
、理
解
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
、認
知

症
患
者
の
家
族
の
方
、医
療
や
介
護・福
祉

関
係
者
の
方
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

接
種
後
に
副
反
応
が
生
じ
た
場
合
な

ど
の
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
、医
療
機
関

で
接
種
し
た
方
が
、よ
り
安
全
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、小
児
の
予
防
接
種
は
種
類
が
多
い

が
、医
療
機
関
で
あ
れ
ば
同
時
接
種
が
可

能
で
あ
り
、予
防
接
種
に
出
向
く
保
護
者

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
の
状

況
を
踏
ま
え
、新
年
度
か
ら
は
医
療
機
関

の
個
別
接
種
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
向

け
て
、ポ
イ
ン
ト
付
与
と
い
う
税
の
公
平
性

に
も
反
す
る
よ
う
な
利
点
付
与
を
行
う
た

め
、職
員
体
制
の
強
化
と
窓
口
の
拡
充
な
ど

に
関
わ
る
費
用
を
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、国
保
会
計
への
法
定
外
繰
出
し
が
全
く

無
い
こ
と
は
大
変
問
題
で
あ
る
。ま
た
、住

民
要
望
の
非
常
に
高
い
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
台

数
増
加
や
、利
用
者
年
齢
の
引
き
下
げ
に

対
し
て
も
何
ら
応
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、本
予
算
に
は
反
対
す
る
。

▼
市
民
生
活
に
直
結
し
た
健
康
、福
祉
、環

境
施
策
の
充
実
を
は
じ
め
、次
代
を
担
う

子
ど
も
の
育
成
に
対
し
て
、新
規
事
業
、拡

充
事
業
が
随
所
に
み
ら
れ
、人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
の
長
期
的
な
課
題
に
対 

し
て
も
配
慮
さ
れ
た
、効
果
的
な
施
策
展

開
を
図
る
た
め
の
予
算
で
あ
る
。予
算
執

行
に
全
力
で
邁
進
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、緊
急
不
測
の
事
態
に
対
し
て
は
柔
軟

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

 

オ
カ
ヤ
ペ
イ
は
、キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
と

ポ
イ
ン
ト
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
た
カ
ー
ド

で
あ
る
。現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
電
子
マ

ネ
ー
と
し
て
利
用
出
来
、購
入
時
に
ポ
イ
ン

ト
が
付
け
ら
れ
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
も
買
い
物

に
使
え
る
。

　

諏
訪
圏
５
市
町
村
連
携
に
よ
る
Ｓ
Ｕ

Ｗ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
で
あ
り
、岡
谷
市

が
代
表
市
と
し
て
、基
幹
産
業
で
あ
る
製

造
業
に
関
わ
る
技
術
の
高
度
化
と
人
材
育

成
を
行
う
。引
き
続
き
、信
州
大
学
、諏
訪

圏
も
の
づ
く
り
推
進
機
構
に
委
託
し
て
、

事
業
を
進
化
発
展
を
さ
せ
て
い
く
。

　

新
西
堀
保
育
園
周
辺
整
備
等
の
大
き

な
工
事
が
減
って
き
て
い
る
こ
と
が
主
な
理

由
。一方
で
、各
区
か
ら
の
要
望
に
対
す
る
箇

所
付
け
工
事
予
算
で
あ
る一
般
新
設
改
良

事
業
費
は
、増
額
計
上
と
な
っ
て
お
り
、地

域
の
要
望
に
応
え
る
予
算
に
な
って
い
る
。

　

県
は
、石
舟
渡
か
ら
す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド

ま
で
の
区
間
の
完
成
に
引
き
続
き
、上
川

ま
で
整
備
予
定
で
あ
る
。ま
た
、諏
訪
市
境

か
ら
湊
小
学
校
に
向
け
て
測
量
設
計
を
実

施
し
て
お
り
、令
和
２
年
度
は
、ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
ま
で
の
区
間
を
整
備
予
定
で
、岡
谷

市
側
は
、湊
小
学
校
か
ら
釜
口
水
門
に
向

け
て
測
量
設
計
を
行
な
う
。

▼
小
規
模
事
業
者
の
支
援
を
も
っ
と
手
厚

く
さ
れ
た
い
。道
水
路
等
維
持
補
修
費
の

大
幅
増
加
は
歓
迎
す
る
が
、ま
だ
不
足
で

あ
る
。市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
に
よ

り
、戸
数
を
減
ら
す
こ
と
は
、市
民
の
生
活

や
安
い
住
宅
要
望
を
考
え
れ
ば
、見
直
し

や
中
止
が
必
要
な
た
め
、本
予
算
に
反
対

す
る
。

▼「
人
結
び 

夢
と
希
望
を
紡
ぐ 

た
く
ま
し

い
ま
ち
岡
谷
」を
踏
ま
え
て
、産
業
振
興
、

建
設
水
道
全
般
に
わ
た
り
予
算
化
さ
れ
て

い
る
。市
民
の
立
場
か
ら
考
え
、柔
軟
な
姿

勢
で
執
行
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

総
務
委
員
会

社
会
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

視
聴
率
向
上
の
取
り
組
み
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

問答 ◆ 

議
案
第
15
号

令
和
２
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計

予
算 
中
担
当
部
分

各
常
任
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の

主
な
質
疑
及
び
市
側
の
答
弁

並
び
に
審
査
結
果

○
討
論
の
概
要

○
討
論
の
概
要

○
討
論
の
概
要

■
オ
カ
ヤ
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト
発
行
事
業

オ
カ
ヤ
ペ
イ
と
は
ど
う
い
う
も
の
？

問答■
道
路
新
設
改
良
事
業

工
事
請
負
費
が
前
年
よ
り
約
２
億
円

減
額
さ
れ
て
い
る
が
？

問答
主
体
や
目
的
、中
身
は
？

問答

■
認
知
症
体
験
会

体
験
会
の
開
催
目
的
と

対
象
者
に
つ
い
て

問答

■
予
防
接
種
事
業

小
児
対
象
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
及
び
四
種
混

合
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
に
移
行

し
た
経
過
は
？

問答

■
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
業

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
年
齢
層
と

事
業
内
容
に
つ
い
て

問答

■
フ
ァ
ー
ス
ト

　
チ
ョ
イ
ス
ブ
ッ
ク
事
業

事
業
内
容
に
つ
い
て

問答■
モ
ノ
づ
く
り
集
積
地
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ

　
の
ヒ
ト
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

工
事
区
間
の
予
定
は
？

問答 ■
諏
訪
湖
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
ロ
ー
ド
整
備
事
業

◆ 
反
対
討
論【
反
対
意
見
】

◆ 

賛
成
討
論【
賛
成
意
見
】

※

委
員
会
で
は
、賛
成
多
数
に
よ
り
、

　

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

賛
成
討
論【
賛
成
意
見
】

※

委
員
会
で
は
、賛
成
多
数
に
よ
り
、

　

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※

委
員
会
で
は
、賛
成
多
数
に
よ
り
、

　

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

反
対
討
論【
反
対
意
見
】

◆ 

反
対
討
論【
反
対
意
見
】

総務委員会予算審査

今井康善

円滑な進行と、本当に
必要な予算なのか

今井義信

不要な予算化は
ヨ・サ・ン・カ…で削減を！

中島秀明

前年度比で3.1％増の
一般会計の新規事業

中島保明

岡谷市商業活性化
計画での空き店舗対策

山崎　仁

生活道路整備が増えたが
さらに充実を！
今井秀実

女性が
働き続けられる
環境づくり
遠藤真弓

渡辺太郎

教育関係に予算が
十分に行き届いているか

笠原征三郎

若者や子ども、未来へ
向けた予算であるか

武井友則

歳入確保と、財政の
硬直化を招いていないか

早出一真
子ども達の育ちに適している

教育事業内容か
田村みどり

私は、ここに
着目した！

産業建設委員会予算審査

私は、ここに
着目した！

病院運営に賭ける天野
事業管理者の思い、熱意

社会委員会予算審査

小松　壮

民生費の社会、
児童福祉費について

大塚秀樹

未来を見据え持続可能で
緊急対応可能な取組

吉田　浩

重要施策の判断経緯と
事業に反映させた民意

藤森博文

予算の44.8％を占める
民生費、衛生費に注目

早出すみ子

「創造と前進の年」に
相応しい内容か？

浜　幸平

私は、ここに
着目した！

◆ 

賛
成
討
論【
賛
成
意
見
】
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Q …議員の問い　　…市からの答え…議員の問い　　…市からの答え

ズバリ！
市政を問う！

一般質問

令和2年
第1回定例会（3月）
議場の再現

目次

（ダイジェスト版）

小松　 壮
今井 義信
笠原征三郎
山崎　 仁
大塚 秀樹
武井 友則
中島 秀明
早出すみ子
田村みどり
遠藤 真弓
今井 秀実
今井 康善
吉田　 浩
浜　 幸平
早出 一真
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AA

※岡谷市ホームページから、一般質問の詳
　細や録画映像の動画を見ることができ
　ます。パソコン、スマートフォンからいつ
　でもご覧いただけます。

●一般質問の順位は、
3月の定例会のみ、第2
日目の正午、一般質問
通知締切後の休憩中、
議場において“くじ”で
決めます。

※掲載内容は質問者の
　文責によるものです。

掲載は質問順です。

●一般質問とは…
　議員が、市政全般にわた
り、執行機関である市に対し
て、事務の執行状況及び将来
への方針などについて考えや
意見を聞き、報告、説明を求
めるなど、質問をすることで
す。年４回の定例会において
行われ、議員活動の根幹をな
すものといえます。

Q
少
子
化
の
影
響
に
よ
る

中
学
部
活
動
の
実
施
状
況

各
校
共
に
活
動
は
出
来
て
い
る

　

  

部
活
動
指
導
員
の
評
価
は
？

　

  

各
中
学
校
の
希
望
に
基
づ
き
指
導
員
の

配
置
を
行
っ
た
。生
徒
か
ら
は
、「
専
門
的
な

指
導
員
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
」、「
部
活
動
が
今
ま
で
以
上
に
楽

し
く
な
っ
た
」と
の
声
が
あ
る
。顧
問
の
先

生
か
ら
は
、他
の
公
務
や
授
業
準
備
の
時
間

が
持
て
る
な
ど
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、あ
り
が
た
い
と
の
声
が
あ
る
。

　

  

（
公
財
）岡
谷
市
体
育
協
会
や
関
係
団

体
等
と
連
携
し
、ス
ポ
ー
ツ
等
を
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

  

相
談
等
対
応
件
数
は
、平
成
30
年
度
は

実
件
数
が
１
１
８
件
で
、前
年
度
比
30
件

の
増
。虐
待
の
内
訳
は
、夫
婦
喧
嘩
や
Ｄ
Ｖ

に
よ
る
心
理
的
虐
待
が
63
件
と
最
も
多

く
、し
つ
け
と
称
し
た
身
体
的
虐
待
33
件
、

育
児
放
棄
や
育
児
怠
慢
の
ネ
グ
レ
ク
ト
が

21
件
、性
的
虐
待
が
１
件
で
あ
る
。

　

  

子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、切

れ
目
な
い
支
援
と
、要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
は
じ
め
、関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

な
が
ら
、児
童
虐
待
発
生
予
防
、早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

  

人
を
育
て
る
職
場
環
境
と
し
て
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
掲
げ
て
い
る
。一
つ
目
は「
職
場
環
境

の
醸
成
」、二
つ
目
は「
健
康
管
理
」、三
つ
目
は

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」。良
好
な
職
場
環
境

の
構
築
に
向
け
て
、意
を
配
し
て
ま
い
り
た
い
。

A AQ

　

  

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
廃
部
と
な
る

前
に
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

考
え
は
？

A Q子
ど
も
の
育
み
を
取
り
巻
く
環
境

Q
工
業
活
性
化
計
画
の
進
捗
状
況

関
係
機
関
と
連
携
し
施
策
を
講
ず
る

　

  

人
材
確
保
へ
の
支
援
状
況
は
？

　

  

将
来
の
人
材
確
保
と
し
て
学
生
へ
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

  

市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
が
途
絶
え
な

い
よ
う
、事
業
承
継
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　

  

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
見
合
っ
た
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
導
入
を
支
援
し
て
い
る
。

　

  

学
校
と
教
育
委
員
会
が
一
緒
に
な
っ

て
、子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
見
直

し
等
に
努
め
て
い
る
。

　

  

集
団
生
活
で
の
決
ま
り
の
必
要
性
や
、

自
分
た
ち
で
決
ま
り
を
作
っ
て
い
く
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
自
立
と
共
生
に
つ
な
が
る
。

　

  

生
徒
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考
え
、決
ま

り
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
学
校
や
教
育
委

員
会
が
支
援
し
て
い
る
。

　

  

現
在
、令
和
４
年
度
に
成
人
を
迎
え
る

当
事
者
で
あ
る
、中
学
３
年
生
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、成

人
式
の
あ
り
方
も
含
め
、い
た
だ
い
た
意

見
を
も
と
に
総
合
的
に
議
論
を
重
ね
検
討

し
て
い
る
。

　

  

資
料
提
供
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
は

現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、収
集
は
大
切
と
認

識
し
て
お
り
、検
討
を
し
て
い
る
。

　

  

資
料
収
集
の
一
定
の
基
準
を
検
討
す

る
中
で
、、提
案
い
た
だ
い
た
手
法
も
含
め

て
研
究
す
る
。

A AQ

AA

　

  

事
業
承
継
の
支
援
の
現
状
は
？

A Q

　

  

校
則
や
き
ま
り
に
、教
育
委
員
が

ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
？

A Q
　

  

こ
の
制
度
で
は
、今
の
長
時
間
勤
務
を

固
定
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
？

A Q
　

  

Ｉ
ｏ
Ｔ
支
援
の
現
状
は
？

A Q

　

  

職
員
の
や
る
気
を
最
大
限
引
き
出
す

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
？

A Q

　

  

児
童
虐
待
の
相
談
件
数
と
傾
向
は
？

A Q

　

  

学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
規
則
や

決
ま
り
を
統
一
す
る
考
え
は
な
い
か
？

Q成
人
式
の
今
後

　

  「
子
ど
も
の
心
の
自
主
性
を
支
え
る
」

こ
と
に
対
し
て
、校
則
や
決
ま
り
は

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
？

Q

A

Q
教
員
の「
変
形
労
働
時
間
制
」

の
受
止
め

現
時
点
で
は
県
の
動
向
を
注
視

　

  

令
和
３
年
度
か
ら
の
制
度
運
用
の

進
め
方
は
？

　

  

県
が
条
例
改
正
等
を
行
え
ば
、市
と
し

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　

  

省
令
等
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

  

現
場
の
先
生
た
ち

の
意
向
は
十
分
掴
ん
で

い
く
。

　

  

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

は
２
３
５
０
万
円
の
交
付
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
、区
長
会
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

　

  

今
後
も
、区
長
会
と
の
話
し
合
い
の
中

で
、意
を
配
し
て
い
き
た
い
。

　

  

区
長
会
に
委
嘱
を
お
願
い
す
る
役
職
に

は
、岡
谷
市
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
や
環
境

審
議
会
等
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
ば
か
り
に
気
を
取
ら

れ
、自
転
車
や
歩
行
者
等
と
の
事
故
が
起
こ

る
場
合
が
あ
る
た
め
。

　

  

岡
谷
市
で
は
事
故
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。岡

谷
警
察
署
の
助
言
を
い
た
だ
き
、必
要
な
個
所

に
つ
い
て
は
、設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A AQ

A
　

  

行
政
事
務
交
付
金
を
増
額
す
る

考
え
は
な
い
か
？

QA
　

  

区
の
役
員
が
出
席
す
る
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
は
、ど
の
様
な
も
の
か
？

Q A
　

  

成
人
式
の
対
象
年
齢
は
？

QA
　

  

区
へ
の
事
務
依
頼
の
負
担
軽
減
は
？

Q

文
化
財
保
護

A 　

  

古
文
書
資
料
の
積
極
的
な
収
集
の
考
え
は
？

QA
　

  

建
物
解
体
業
者
と
連
携
し
た

古
い
資
料
の
調
査
が
で
き
な
い
か
？

QA
　

  

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望
が

最
近
実
現
さ
れ
な
い
が
？

QA カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望

区
へ
の
補
助
金
の
増
額
を
要
望

児
童
虐
待
の
現
状

職
員
の
職
場
環
境

モノづくり人材育成で
進められた

SRP005発射実験

A
　

  

予
防
と
対
策
の
考
え
は
？

Q

【緊急連絡先】
●長野県・児童虐待・DV
　24時間ホットライン
☎026-219-2413

●岡谷市役所児童相談
　専用電話(24時間)
☎0266-23-4767

●諏訪児童相談所
☎0266-52-0056

笠原征三郎 小松　壮今井 義信

Q
　

  

教
育
現
場
の
教
師（
組
合
）の
意
向
を

一
番
大
事
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
、「
今

よ
り
、も
っ
と
ひ
ど
い
働
き
方
に
な
る
」

等
の
現
場
の
声
を
聞
く
な
ら
ば
、こ
の
制

度
は
導
入
す
べ
き
で
な
い
の
で
は
？

　

  

岡
谷
市
で
そ
の
様
な
事
故
が
起
こ
っ

て
い
る
か
。通
学
路
等
要
望
が
あ
れ
ば
設

置
し
て
い
く
べ
き
だ
が
？

Q

89

特  

集

特
集
／
第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場



　

  

令
和
元
年
度
調
査
で
は
、営
業
店
舗
42

件
、住
宅
15
件
、空
き
建
物
15
件
。空
き
店
舗

の
利
活
用
は
老
朽
化
、複
雑
な
権
利
関
係
な

ど
で
進
ん
で
い
な
い
。

　

  

平
成
29
年
度
の
意
識
調
査
で
は
、60
、70

歳
代
が
全
体
の
半
数
を
占
め
る
。後
継
者
が

い
な
い
、未
定
と
の
回
答
が
全
体
の
７
割

で
、将
来
的
に
は
半
数
以
上
の
商
店
が
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
て

い
る
。

　

  

職
員
が
手
入
力
す
る
パ
ソ
コ
ン
処
理

な
ど
を
自
動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、業

務
処
理
能
力
や
速
度
向
上
、ミ
ス
を
な
く
す

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

  

１
カ
月
の
実
証
実
験
の
対
象
は
32
会

議
あ
り
、シ
ス
テ
ム
の
使
用
に
よ
り
約
３
割

の
作
業
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
た
。職
員
か
ら

は
作
業
が
楽
に
な
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

  

里
山
化
が
前
提
で
遊
具
の
設
置
計
画

は
な
い
が
、子
ど
も
達
が
自
然
に
親
し
め
る

場
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A A

　

  

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
に
よ
る

喫
緊
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
は
？

Q

Ａ
Ｉ
・Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
検
討

Q

A
　

  

伐
ら
な
い
林
業
に
つ
い
て
は
？

Q

　

  

店
舗
の
後
継
者
不
足
の
現
状
は
？

Q

A 　

  

事
業
の
廃
止
や
見
直
し
に
あ
た
り

配
慮
し
た
点
は
？

Q

Q
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

創
造
と
前
進
の
年
と
位
置
づ
け

　

  

ど
の
よ
う
な
施
策
を
重
視
し
た
か
？

　

  

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
働
き

な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
、未
来

を
担
う
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
と
安

全
で
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
た
め
の
施

設
整
備
を
進
め
る
。ま
た
、ま
ち
の
活
力
と

地
域
の
元
気
創
造
に
向
け
た
交
流
人
口
、関

係
人
口
の
創
出
、拡
大
と
、移
住
・
定
住
促
進

に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み
、工
業
、農
林

業
や
岡
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
力
強
い
発
信
、商
業

サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

　

  

義
務
的
経
費
・
投
資
的
経
費
・
臨
時
的

経
費
を
除
い
た
全
て
の
経
費
に
つ
い
て
、一

般
財
源
ベ
ー
ス
で
令
和
元
年
度
当
初
予
算

額
の
範
囲
内
に
よ
り
予
算
を
編
成
し
た
。限

ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、必
要
な
見
直

し
は
絶
え
ず
行
っ
て
い
く
。

　

  

本
市
の
強
み
で
あ
る
製
造
業
を
中
心

と
し
た
産
業
集
積
の
よ
り
一
層
の
維
持
発

展
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
、子
育
て
支
援
の

充
実
、岡
谷
市
民
病
院
を
中
心
と
し
た
地
域

医
療
体
制
の
充
実
、商
業
娯
楽
施
設
が
あ
り

諏
訪
湖
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
環
境
な
ど
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
し
移
住
、定
住
の
促
進

に
取
組
む
。

　

  
人
口
減
少
対
策
、区
へ
の
未
加
入
世

帯
、保
育
園
整
備
中
期
計
画
等
。災
害
時
要

支
援
者
、生
活
道
路
整
備
な
ど
、市
政
全
般

に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
岡
谷
市
へ
の
想
い

を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
大
変

貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。今
後
の
市
政
運
営

の
参
考
と
し
て
い
く
。

　

  

本
市
の
林
業
は
、森
林
の
造
成
及
び
伐

採
に
よ
る
木
材
の
活
用
が
主
と
な
っ
て
お

り
、木
の
伐
採
に
頼
ら
な
い
林
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、現
在
把
握
し
て
い
る

も
の
は
な
い
。

A A Q
ど
う
な
る
？
商
店
街
と

後
継
者
不
足
の
現
状
は
？

後
継
者
い
な
い
、未
定
７
割

AQ

AA
　

  
市
政
懇
談
会
の
意
見
や
要
望
は
？

Q

旧
岡
谷
小
学
校
の
跡
地
は

　

  

登
下
校
中
の
通
学
路
で

災
害
が
起
き
た
場
合
の
対
応
は
？

QA

市政懇談会

学校に配置された情報端末
粗付加価値額の推移

　

  

令
和
元
年
度
末
で
、各
校
１
ク
ラ
ス
分

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
。国
の
目
標
で

あ
る
概
ね
３
人
に
１
台
の
端
末
整
備
に
対
し

4.3
人
に
１
台
の
整
備
が
完
了
。超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
及
び
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

整
備
に
関
し
て
は
、国
の
目
標
値
を
達
成
。

　

  

現
在
は
１
人
。拡
充
、活
用
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

★
要
望…

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
子
ど
も
に
対

す
る
教
育
の
充
実
や
教
員
の
負
担
軽
減
の

為
に
重
要
。確
実
な
確
保
を
。

　

  

各
家
庭
の
緊
急
連
絡
先
を
複
数
登
録

し
、連
絡
体
制
を
整
え
て
い
る
。連
絡
が
つ
か

な
い
場
合
な
ど
は
学
校
の
指
定
さ
れ
た
場
所

で
子
ど
も
を
預
か
り
安
全
を
確
保
す
る
。

★
要
望…
帰
宅
が
困
難
に
な
り
長
期
避
難

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
子
ど
も
が
安
心
し
て
食
事
が
で
き
る
よ

う
な
非
常
時
個
人
用
食
料
や
、常
備
薬
の
備

蓄
を
。

　

  

自
分
自
身
の
身
の
安
全
を
確
保
し
、自

宅
か
学
校
の
近
い
ほ
う
へ
、ま
た
は
安
心
の

家
に
避
難
す
る
事
を
ル
ー
ル
化
。教
職
員
に

つ
い
て
も
児
童
生
徒
の
誘
導
や
通
学
路
の

点
検
に
あ
た
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

★
要
望…

日
頃
子
ど
も
を
守
る
安
心
の
家

と
し
て
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
に
、感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
機

会
の
設
定
の
検
討
を
。

A

　

  

国
の
配
置
目
標「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
４
校

に
対
し
て
１
人
」の
体
制
に
つ
い
て
は
？

AA Q
　

  

災
害
発
生
時
に
す
ぐ
に
保
護
者
が

迎
え
に
来
ら
れ
な
い
場
合
の
対
応
は
？

Q

　

  

第
２
次
岡
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

と
地
域
の
商
業・観
光
へ
の
取
組
は
？

Q

　

  

岡
谷
市
工
業
活
性
化
計
画
に
よ
る

岡
谷
市
工
業
の
現
状
と
今
後
の
取
組
は
？

　

  

前
工
業
活
性
化
計
画
の
評
価
に
よ
る
、

市
内
企
業
の
流
出
の
防
止
と
企
業
誘
致
、新

規
創
業
や
事
業
承
継
に
向
け
た
支
援
、販
路

拡
大
、新
技
術
・
新
商
品
開
発
へ
の
支
援
及

び
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
が
必
要
と
の

総
括
か
ら
、令
和
元
年
度
か
ら
の
工
業
活
性

化
計
画
で
は
４
つ
の
基
本
戦
略
ご
と
に
指

標
を
設
定
し
て
取
組
む
こ
と
で
粗
付
加
価

値
額
９
５
０
億
円
の
基
本
目
標
の
達
成
を

目
指
し
て
い
る
。

★
要
望…

製
造
業
が
衰
退
し
て
い
く
中
で

従
来
型
の
も
の
づ
く
り
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
た
ソ
フ
ト
型
の
も
の
づ
く
り
へ
の
転

換
や
他
産
業
と
の
連
携
及
び
産
業
全
体
で

の
包
括
的
な
取
組
の
検
討
を
。

　

  

岡
谷
で
創
業
し
た
企
業
に
対
し
企
業

訪
問
等
に
よ
る
情
報
交
換
や
資
金
面
の
支

援
、家
賃
や
工
場
改
修
等
の
補
助
等
の
各
種

支
援
や
経
営
状
況
の
把
握
や
企
業
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

★
要
望…

空
き
工
場
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
と
創
業
支
援
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
産

業
全
般
に
お
い
て
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や

を
窓
口
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
に
対
応
す
る

仕
組
み
と
体
制
の
検
討
を
。

　

  

プ
ロ
チ
ー
ム
の
試
合
開
催
や
メ
ダ
リ

ス
ト
と
の
交
流
等
の
取
組
の
継
続
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
、諏
訪
湖
周
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
等
の
活
用
で
商
業
や
観
光
の
振
興

に
向
け
て
も
取
組
ん
で
い
く
。

★
要
望…

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
の
連
携
や
商

業
・
観
光
と
の
連
携
に
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
組
織
が
不
可
欠
。そ
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
検
討
を
。

A Q
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
重
要
性
は
？

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
を
図
る

AQ
工
業
活
性
化
計
画
と
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
お
か
や
の
活
用

従
来
型
の
も
の
づ
く
り
か
ら
の
転
換

AQ A Q

第
２
次
岡
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

学
校
の
災
害
時
の
対
応

A

大塚 秀樹 山崎  仁武井 友則中島 秀明

A

　

  

私
が
小
学
生
の
頃
は
中
央
通
り
商
店

街
は
色
々
な
目
新
し
い
業
種
の
お
店
が

あ
り
、夜
中
ま
で
大
勢
の
人
が
お
り
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
。し
か
し
現
在
は
空
き

店
舗
が
増
え
、夜
は
暗
く
て
人
通
り
が
少

な
い
。そ
こ
で
レ
イ
ク
ウ
ォ
ー
ク
岡
谷
か

ら
イ
ル
フ
プ
ラ
ザ
ま
で
の
商
店
街
の
現

状
は
ど
う
か
？

Q

　

  

導
入
に
よ
り
業
務
効
率
化
や
人
手
不

足
解
消
と
聞
く
が
、Ａ
Ｉ・
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は

ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
な
の
か
？

　

  

文
部
科
学
省
の
策
定
し
た「
教
育
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
環
境
整
備
５
か
年
計

画
」に
つ
い
て
、本
市
の
進
歩
状
況
は
？

A AQ
　

  

岡
谷
小
学
校
跡
地
を
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
場
所
と
な
る
よ
う
に
、有
効
活

用
で
き
な
い
か
？

Q
　

  

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
会
議
録

作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
の
結

果
は
？　

  

　

  

産
業
拠
点
で
あ
る
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

お
か
や
の
創
業
支
援
に
向
け
た
取
組
は
？

Q

（出典：岡谷市工業活性化計画から抜粋）
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A

　

  

岡
谷
市
の
S
D
G
S
持
続
可
能
な
開
発
目
標
は
？

　

  

ま
ち
づ
く
り
の
第
５
次
総
合
計
画
と

重
な
る
。子
育
て
支
援
や
福
祉
の
推
進
、学

校
教
育
の
推
進
・
産
業
の
振
興
、環
境
保
全

な
ど
17
の
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
。

★
要
望…

市
民
が
で
き
る
こ
と
も
数
多
く

あ
る
。施
策
と
合
わ
せ
て
S
D
G
s
の
P
R
。

　　

  

年
齢
別
の
平
均
賃
金
は
、19
歳
か
ら
30

歳
代
前
半
で
17
万
７
８
０
０
円
か
ら
、27

万
３
５
０
０
円
。

　　
  

東
京
都
は
１
０
１
３
円
。

15
県
は
７
９
０
円
。長
野
県
は
８
４
８
円
。

　

  

地
域
毎
の
人
口
や
物
価
の
違
い
な
ど
の

実
状
を
踏
ま
え
、総
合
的
に
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  

産
業
や
経
済
の
活
性
化
に
努
力
し
、賃

金
が
上
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

★
要
望…

東
京
も
岡
谷
市
も
生
活
費
は
ほ

と
ん
ど
違
い
は
な
く
、一
律
最
低
賃
金
が
１

５
０
０
円
必
要
で
あ
る
。中
小
企
業
の
支
援

策
と
全
国
最
低
賃
金
制
へ
の
移
行
を
市
と

し
て
県
、国
に
要
望
を
。　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

  

社
会
通
年
や
慣
習
の
中
で
社
会
に

よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
性
別
。

　

  

１
５
３
カ
国
中
、１
２
１
位　
　
　

　
　
　
　

　

  

「
家
事
、育
児
、介
護
は
女
性
が
や
る
べ

き
」、「
地
域
の
役
員
は
男
性
が
や
る
べ
き
」

等
の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
。「
男
の
子
だ

か
ら
泣
い
て
は
ダ
メ
。女
の
子
だ
か
ら
こ
れ

を
し
て
は
ダ
メ
」等
、無
意
識
の
う
ち
に
性

別
で
違
う
言
葉
が
け
を
し
て
い
る
。　　
　

　
　

　

  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
基
づ
き
、多
様

性
を
認
め
、理
解
を
深
め
る
よ
う
、正
し
い
知

識
普
及
の
た
め
に
広
報
、啓
発
を
推
進
す
る
。

★
要
望…

具
体
策
の
開
示
を
。

A Q

男
・
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
？

　

  

働
き
方
の
実
態
の
受
け
止
め
は
？

Q

A
　

  

若
者
の
収
入
実
態
は
？

QA
　

  

若
者
は
８
時
間
働
き
、バ
イ
ト
も
し
て

や
っ
と
生
活
を
支
え
て
い
る
と
思
う
が
、

最
低
賃
金
は
？

QA
　

  
地
域
の
格
差
は
な
ぜ
あ
る
か
？

QA
　

  

湖
周
２
市
１
町
の
家
庭
ご
み
有
料
化

の
取
り
組
み
状
況
は
？

Q

　

  

有
料
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
が
急
激
に
減
少
し

た
。直
近
の
統
計
で
は
、平
成
29
年
度
の
市

民
一
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
が
、県
内

19
市
中
５
番
目
の
少
な
さ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
効
果
の
一
つ
で
あ
る
。「
燃
や
す
ご

み
」「
埋
め
立
て
ご
み
」を
対
象
と
し
た
指

定
ご
み
袋
代
金
の
手
数
料
収
入
額
は
、近

年
で
は
５
千
万
円
か
ら
５
千
５
百
万
円
の

間
を
推
移
し
て
い
る
。

　

  

湖
周
地
区
の
家
庭
系
ご
み
処
理
に
つ

い
て
は
、有
料
制
度
へ
の
転
換
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。い
ず
れ
も
、ご
み
処
理

の
有
料
化
で
生
じ
る
家
計
負
担
の
増
加
に

対
し
、負
担
の
軽
減
と
一
層
の
ご
み
減
量
、

資
源
化
の
促
進
を
図
る
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

　

  

今
年
度
よ
り
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
＆
健

康
高
齢
者
運
動
促
進
事
業
と
し
て「
シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」を
実
施
し
て
、シ
ニ
ア
世

代
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
図
る
。ま

た
、子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
へ
の
取
り
組

み
の
、岡
谷
市
独
自
の
事
業
と
し
て
、小
学

校
１
・
２
年
生
の
体
育
の
授
業
に
ス
ポ
ー
ツ

の
専
門
指
導
員
を
派
遣
す
る「
か
が
や
け
お

か
や
キ
ッ
ズ
体
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

継
続
的
に
実
施
し
て
、運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を

「
す
る
子
」「
し
な
い
子
」の
２
極
化
の
解
消

に
努
め
る
。

　

  

防
災
ガ
イ
ド
は
、市
民
一
人
ひ
と
り
や

家
族
の「
自
助
」を
再
確
認
す
る
機
会
と
位

置
付
け
て
い
る
。こ
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
・
減

災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

  

厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
制
度
審
議

会
・
介
護
保
険
部
会
で
昨
年
12
月
、軽
減
を

受
け
ら
れ
る
方
の
所
得
要
件
を
見
直
す
案

が
示
さ
れ
て
い
る
。国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

　

  

全
国
市
長
会
も
昨
年
11
月
、介
護
職
員

の
処
遇
改
善
の
た
め
の
適
切
な
報
酬
の
評

価
・
設
定
を
国
に
提
言
し
て
い
る
。今
後
も
、

国
へ
働
き
が
け
し
て
い
き
た
い
。

　

  

２
月
25
日
に
「
岡
谷
市
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」を
設
置
し
、

対
応
し
て
い
る
。市
民
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し

周
知
し
て
い
く
。

　

  

岡
谷
市
民
病
院
に
は
、４
床
の
感
染
症

病
床
が
あ
る
。

　

一
般
病
床
を
感
染
症
病
床
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
、他
の
入
院
患
者
へ
の
感
染
リ

ス
ク
を
考
慮
す
る
と
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

現
在
の
対
応
は
、院
内
感
染
防
止
対
策
委
員

会
の
医
師
及
び
感
染
管
理
の
認
定
看
護
師

を
中
心
に
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

マ
ス
ク
や
防
護
衣
の
確
保
は
、当
初
非
常

に
大
変
だ
っ
た
が
、少
し
ず
つ
改
善
し
て
き

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q
誰
ひ
と
り　

取
り
残
さ
な
い
約
束

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

AQ
湖
周
２
市
１
町
の
ご
み
処
理

手
数
料
の
今
後
は
？

将
来
的
に
は
統
一
が
望
ま
し
い

A

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
若
者
た
ち

　

  

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
Ⅵ
に
L
G
B
T
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
明
記
と
具
体
策
は
？

QA
　

  

暮
ら
し
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
？

QA

昨年の台風後の諏訪湖

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
全
戸
配
布

　

  

前
計
画
と
大
き
な
変
更
点
は
な
い
が
、

パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
て
必
要
な
取
り
組
み

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

  

地
球
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
は
重
要
。

令
和
２
年
度
に
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
見
直
し
に
あ
わ
せ「
気
候
非
常
事
態
宣

言
」も
協
議
す
る
。

　

  

令
和
２
年
度
か
ら
新
た
な
「
地
球
温

暖
化
防
止
啓
発
事
業
」を
実
施
。ソ
フ
ト
面

で
地
球
温
暖
化
防
止
を
推
進
す
る
た
め
再

開
は
考
え
て
い
な
い
。

　

  

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
も
大
変

有
意
義
。す
べ
て
の
学
校
で
福
祉
教
育
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。職
業
観
の
育
成
に
大
い

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

  

介
護
に
理
解
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
、職
業
観
の
育
成
に
大
い
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

★
要
望…

介
護
の
職
場
環
境
の
整
備
は
進

ん
で
い
る
。働
く
人
の
増
加
で
資
質
や
専
門

性
が
あ
が
る
。介
護
職
が
魅
力
の
あ
る
仕
事

だ
と
い
う
強
い
発
信
を
。

Q
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

す
べ
き
で
は
？

今
後
、協
議
す
る
考
え

AQ
介
護
保
険「
改
悪
す
る
な
」

と
い
う
声
を
国
に

介
護
職
員
処
遇
改
善
を
求
め
る

A

A A
　

  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
？

Q

　

  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
？

Q

A最
近
、運
動
し
て
ま
す
か
？

見
直
さ
れ
た
防
災
ガ
イ
ド

　

  

市
民
の
体
力
向
上
へ
の
取
組
み
は
？

QA

　

  
教
育
長
の
受
け
止
め
は
？

QA

　

  

市
民
病
院
の
感
染
症
病
床
は
？

QA A

今井 秀実 遠藤 真弓 田村みどり 早出すみ子

　

  

低
所
得
の
施
設
入
所
者
に
対
す
る
食

費・居
住
費
補
助
の
圧
縮
の
問
題
に
つ
い

て
、検
討
の
動
き
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。こ
の
補
助
は
と
て
も
大
切
な
も
の
。

圧
縮
さ
れ
れ
ば
、施
設
に
入
所
し
続
け
る

こ
と
も
困
難
に
な
る
。

A Q
　

  

家
庭
ご
み
を
有
料
化
し
た
こ
と
に
よ

る
具
体
的
な
効
果
と
手
数
料
に
よ
る
収

入
の
状
況
は
？

Q
　

  

昨
年
の
台
風
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

山
火
事
、熱
中
症
、大
規
模
停
電
等
々
気

象
災
害
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、第

４
次
岡
谷
市
環
境
基
本
計
画
に
特
筆
す

べ
き
こ
と
は
？

Q
　

  

今
こ
そ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ
の

補
助
を
再
開
す
べ
き
と
思
う
が
そ
の
考

え
は
あ
る
か
？

Q
　

  

中
学
生
の
お
こ
な
っ
た
発
信
が
、思

い
が
け
ず
介
護
職
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
が
？

Q
　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
危

機
管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。専

門
医
療
機
関
、医
薬
品
、検
査
体
制
等
は

十
分
な
の
か
？

AA Q
　

  「
岡
谷
市
防
災
ガ
イ
ド
」内
の
白
紙
の

ペ
ー
ジ
、我
が
家
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

活
用
方
法
は
？

Q
　

  

長
野
県
は「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
」の
決
意
表
明
を

し
、県
内
に
呼
び
か
け
て
い
る
。当
市
は

ど
う
受
止
め
行
動
す
る
の
か
？

A AAQ
　

  「
制
度
改
悪
す
る
な
」と
い
う
声
を
国

に
は
っ
き
り
と
言
っ
て
い
く
べ
き
。

A

Q 介
護
保
険
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

介
護
を
取
り
上
げ
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間（
中
学
生
）の
成
果
が
、諏
訪
湖
ハ
イ
ツ

で
模
造
紙
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

1213

特  

集

特
集
／
第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場



　

  

総
合
窓
口
は
先
進
事
例
の
研
究
や
専

門
業
者
の
聞
き
取
り
等
で
検
討
し
た
が
、職

員
の
配
置
、庁
舎
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
の
課
題

が
あ
る
。担
当
者
が
相
談
に
乗
っ
て
同
一
庁

舎
内
で
手
続
き
が
完
了
で
き
る
た
め
導
入

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

  

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
参
考
に

研
究
し
て
い
る
段
階
。今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
実
施
が
効
果
的
と
考

え
て
い
る
。

　

  

先
進
事
例
を
研
究
し
費
用
対
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

★
要
望…

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、業
務
改

革
に
よ
り
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
を
。

　

  

岡
谷
西
部
中
を
除
き
、昭
和
30
〜
40
年

代
に
整
備
さ
れ
た
プ
ー
ル
を
補
修
し
て
使

用
し
て
い
る
。経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
が
、不
具
合
が
あ
れ
ば
修
繕
を
行
い

授
業
に
支
障
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

  

市
民
プ
ー
ル
の
活
用
や
プ
ー
ル
施
設

の
統
合
に
つ
い
て
は
移
動
時
間
や
移
動
手

段
の
課
題
が
あ
る
。必
要
に
応
じ
て
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

★
要
望…

市
民
プ
ー
ル
へ
集
約
化
、民
間
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
委
託
す
る
モ
デ
ル

事
業
が
あ
り
、授
業
の
満
足
度
向
上
、働
き

方
改
革
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。将
来
負
担

軽
減
効
果
も
あ
り
研
究
・
検
討
を
。

　

  

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
取
組
状
況
は
？

A Q
　

  

医
薬
品
な
ど
の
備
蓄
状
況
と
利
用・

配
分
基
準・保
管
場
所
は
？

Q
　

  

こ
の
基
本
条
例
は
、市
民
が
自
主
的
か

つ
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
た

め
の
基
本
事
項
を
定
め
、市
民
と
市
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
協
働
に
よ
る
市
民
総
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例

で
あ
る
。第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
今
年
度

か
ら
、計
画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成
や

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
様
々
な
場
面

で
市
民
意
見
の
把
握
に
努
め
、市
民
と
市
と

の
協
働
に
よ
る
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

　

  

平
成
17
年
か
ら
今
年
度
ま
で
計
67
の
計

画
等
の
策
定
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見

は
５
０
２
件
。

　

  

お
か
や
コ
ド
モ
テ
ラ
ス
の
開
催
に
あ
た

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
団
体
に
学
習
指

導
や
食
事
の
準
備
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
い

た
ほ
か
、食
材
の
提
供
な
ど
支
援
を
い
た
だ

き
感
謝
を
し
て
い
る
。本
年
度
は
市
内
で
子

ど
も
食
堂
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

実
施
し
て
い
る
民
間
団
体
と
意
見
交
換
会

も
開
催
し
た
。

　

  

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る
中
で
、

既
に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
民
間
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、

そ
れ
ら
の
情
報
交
換
の
場
な
ど
に
参
加
い

た
だ
く
な
ど
民
間
団
体
に
も
お
力
添
え
い

た
だ
き
な
が
ら
、官
民
連
携
で
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

Q
Ｂ
Ｐ
Ｒ
手
法
を
活
用
し
た

業
務
改
革
の
考
え
は
？

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る

AQ
市
民
総
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

市
民
と
市
と
協
働
で
推
進

A
　

  

マ
ス
ク
は
大
人
用
と
子
供
用
合
わ
せ

て
約
９
万
枚
。感
染
防
止
衣
、手
洗
い
石
鹸
、

手
指
消
毒
液
と
ス
プ
レ
ー
容
器
は
ラ
ラ
オ

カ
ヤ
と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
し
て
い
る
。

平
成
21
年
に
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
で
購
入
し
た
量
を
目
安
に
確
保

し
て
い
る
。

　　

  

市
内
製
造
業
23
社
の
調
査
で
６
社
が
影
響

あ
り
と
回
答
。17
社
か
ら
部
品
調
達
網
の
寸

断
、中
国
市
場
の
停
滞
な
ど
を
心
配
す
る
声
が

あ
る
。商
業
者
か
ら
は
２
月
末
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
が
出
始
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

  

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
で
高
齢
者

宅
を
訪
問
す
る
職
員
に
よ
る
注
意
、呼
び
掛

け
ま
た
障
が
い
福
祉
施
設
に
も
チ
ラ
シ
を

手
配
し
た
。

　

  

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
県

内
11
医
療
機
関
が
広
域
圏
ご
と
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、指
定
要
件
と
し
て
は
、接
触
・

飛
沫
感
染
を
防

ぐ
設
備
条
件
と
、

感
染
病
医
療
の

経
験
を
有
す
る

医
師
、さ
ら
に
感

染
対
策
委
員
会

が
あ
る
設
置
さ

れ
て
い
る
な
ど

で
あ
る
。

　

  

移
住
希
望
者
へ
の
支
援
や
就
業
に
合

わ
せ
た
移
住
施
策
、切
れ
目
の
な
い
包
括
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
更
な
る
情
報

発
信
が
必
要
と
考
え
る
。

　

  

新
規
婚
姻
夫
婦
と
も
に
34
歳
以
下
、

世
帯
所
得
３
４
０
万
円
未
満
を
対
象
と

し
、 

30
万
円
を
上
限
に
家
賃
や
引
っ
越
し

費
用
も
支
援
し
て
い
る
。平
成
30
年
度
は

４
世
帯
、令
和
元
年
度
は
現
時
点
で
６
世

帯
が
利
用
し
て
い
る
。

　　

  

若
年
層
の
移
住
・
定
住
が
人
口
減
少
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、産
業
振
興
に
よ
る
働
く
場
の
確

保
、子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
と
併
せ

て
、若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
情
報
発
信

の
ほ
か
岡
谷
市
で
の
生
活
体
験
や
岡
谷
市

へ
の
移
住
に
対
す
る
支
援
な
ど
に
注
力
を

し
て
い
く
。

　

  

公
共
施
設
は
建
設
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
施
設
が
全
体
の
約
７
割
、将

来
、大
規
模
改
修
や
更
新
費
用
が
大
き
な
財

政
負
担
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。現

在
、「
岡
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
基
づ
き
、資
産
総
量
の
適
正
化
を
推
進
し

て
い
る
。

　

  

岡
谷
市
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き
歳
出
の
削
減
に
努
め
る
が
、扶
助
費

等
の
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、更
な
る
行
財
政
改
革
や
公
共

施
設
の
資
産
総
量
の
適
正
化
に
よ
り
、財
源

確
保
に
努
め
る
。

　

  

最
新
の
も
の
に
更
新
す
る
こ
と
に
よ

り
、機
能
や
操
作
性
の
向
上
な
ど
に
伴
い
、

診
断
精
度
が
向
上
す
る
ほ
か
、患
者
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

　

  

本
年
４
月
か
ら
産
婦
人
科
に
新
た
に

常
勤
医
師
が
１
名
着
任
し
、２
名
体
制
と
な

る
予
定
。市
民
病
院
で
は
正
常
分
娩
だ
け
で

な
く
異
常
分
娩
も
扱
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、安
全
な
分
娩
を
再
開
す
る
た
め
に
は

更
な
る
体
制
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、現
時

点
で
の
再
開
は
困
難
で
あ
る
。

A Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
経
済
的
影
響
は
？

既
に
影
響
が
出
て
い
る

AQ
地
方
創
生
に
よ
る
今
後
の

人
口
動
態
は
？

将
来
展
望
人
口
２
０
６
０
年

４
万
人
台
の
維
持

A

業務フロー見直しで
市民サービスの向上と働き方改革

おかやコドモテラスで、提供されたサツマイモ

第二種感染指定医療機関に
指定されている岡谷市民病院

A

吉田　浩早出 一真 浜  幸平 今井 康善

A

Q
　

  

業
務
フ
ロ
ー
の
見
直
し
に
よ
り
内
部

管
理
業
務
改
革
に
つ
い
て
全
国
で
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

市
の
取
り
組
み
状
況
は
？

Q
　

  
Ｒ
Ｐ
Ａ・Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
会
議

録
等
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
予
定

だ
が
他
に
検
討
し
て
い
る
も
の
は
？

Q
　

  

Ｂ
Ｐ
Ｒ（
ビ
ジ
ネ
ス・プ
ロ
セ
ス・リ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）手
法
を
活
用
し

た
総
合
窓
口
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
れ
な
い
か
？

Q
　

  

出
生
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

年
少
人
口
を
増
加
に
転
じ
る
こ
と
が
重

要
と
さ
れ
る
が
、市
の
見
解
は
？

A Q
　

  

今
後
は
高
齢
化
に
よ
る
義
務
的
経
費

の
増
加
に
よ
り
、施
設
の
更
新
費
の
財
源

不
足
が
予
想
さ
れ
る
が
、市
の
見
解
は
？

A AQ
　

  

現
在
、産
科
医
不
足
に
よ
り
分
娩
は

休
止
し
て
い
る
が
、産
科
医
確
保
に
よ
る

分
娩
再
開
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
？

　

  

現
在
、産
科
医
不
足
に
よ
り
分
娩
は

休
止
し
て
い
る
が
、産
科
医
確
保
に
よ
る

分
娩
再
開
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
？

A Q
　

  

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
進
展
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
？

A AQ
　

  

学
校
プ
ー
ル
の
将
来
負
担
軽
減
に

向
け
た
集
約
化
に
つ
い
て
の
所
見
は
？

Q
　

  

最
新
の
医
療
器
械
整
備
は
、「
Ｘ
線
循

環
器
診
断
装
置
」や「
腹
腔
鏡
手
術
装
置
」

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、必
要
な
医
療
機

器
を
整
備
す
る
こ
と
の
効
果
は
？

A Q
　

  

人
口
減
少
を
見
据
え
て
公
共
施
設
の
総

資
産
量
適
正
化
に
対
す
る
市
の
見
解
は
？

A AQ
　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

経
済
的
影
響
は
？

A Q
　

  

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
制
定
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
績
は
？

A Q
　

  

岡
谷
市
民
病
院
の
感
染
症
指
定
病

院
の
二
種
指
定
と
要
件
に
つ
い
て

A Q
　

  

民
間
実
施
団
体
と
企
画
の
段
階
か

ら
一
緒
に
参
画
す
る
こ
と
は
可
能
か
？

AQ
　

  

老
朽
化
し
た
学
校
プ
ー
ル
の
現
状
は
？

A Q　  

民
間
実
施
団
体
と
の
連
携
は
？

A Q
　

  

移
住・交
流
人
口
施
策
は
他
市
比
較

で
優
位
性
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
？

A Q
　

  

重
篤
化
し
や
す
い
人
へ
の

注
意
喚
起
と
支
援
体
制
は
？

岡
谷
市
民
病
院
の
医
療
の
推
進

移
住
・
交
流
人
口
推
進
は
？ 

コ
ド
モ
テ
ラ
ス
に
つ
い
て

学
校
プ
ー
ル
の
整
備
計
画

1415

特  

集

特
集
／
第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
の「
フ
ォ
ト
」広
場
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おかや市議会だより

特集「夢と希望がもてるまちづくり」を考える
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◯次号（第20号）の発行は、令和2年7月25日の予定です。

　
例
年
で
あ
れ
ば…

　
冬
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、陽
光

が
濃
く
な
り
、木
々
が
芽
吹
き
草
花

た
ち
の
鮮
や
か
な
色
が
生
活
に
彩
を

添
え
、心
が
弾
む
季
節
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、現
在
、見
え
な
い
敵

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）に
私
た
ち

の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
３
密
の
回

避
」「
不
要
不
急
の
外
出
は
自
粛
」

テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
で
繰
り
返
さ
れ

る
こ
の
言
葉
が
、私
た
ち
の
心
を
滅

入
ら
せ
、不
安
な
気
持
ち
を
増
幅
さ

せ
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
ば
か
り
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、こ
の
見
え
な
い
敵
に
つ

い
て
正
確
な
情
報
で
理
解
を
し
て
、

予
防
策
を
張
る
こ
と
で
す
。

　
外
出
後
の
入
念
な
手
洗
い
、う
が

い
、そ
し
て
、一
番
の
予
防
法
は
、外

に
出
な
い
。ス
テ
イ
ホ
ー
ム
。（
家
で

過
ご
す
こ
と
）

　
一
見
す
る
と
、敵
を
怖
が
っ
て
逃

げ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

私
た
ち
が
外
出
し
な
い
こ
と
が
、敵

と
戦
う
、最
強
の
戦
術
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

少
し
の
間
、窮
屈
で
す
が
、「
自
分
の

命
、大
切
な
人
の
命
、み
ん
な
の
命
を

守
る
」を
合
言
葉
に
、み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　（
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
一
同
）
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●
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長
／
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文

●
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長
／
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み
ど
り

●
委
　
　
　
員
／
吉
田
　
　
浩

　
今
井
　
義
信
／
早
出
す
み
子

　
今
井
　
康
善
／
小
松
　
　
壮
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議
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広
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聴
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・新年度予算審議「私はここに着目した」
・一般質問（ダイジェスト版）

・飛び出せ議員！「突ゲキ生レポート」

【令和2年第1回定例会】

議会の「フォト」広場

編集後記
議員18人に聞きました

4月6日 正しい手洗い方法を体験（新型コロナウイルス感染予防）
　市内の企業で行われた「手洗いマイスター（県認定）」による講習現場を取材しました。感染から自分を守る手洗いの
ポイントを学び、正しい洗い方で、よりきれいになることを体験しました。　　　　　　　　　 （突ゲキ生レポートより）

「夢と希望がもてるまちづくり」を考える
議会報告会

新型コロナウィルスに負けない!!
－感染拡大防止－

私が思う「夢と希望がもてるまち」とは

【  　　　  】
市内の企業で行われた「手洗いマイス
ター（県認定）」による講習現場にて
（株）ツカダファイネスの皆さんから、
ご意見をいただきました。

4月6日

特集

①市議会議員に対する
　イメージは？
②議員へ望むことは？
③新型コロナウィルスに
　思うことは？

①まちのことを考えてくれる人
②裏表のない人
　相手によって変わらない人
③みんなが我慢するとき、今なら
　まだ、被害を最小限にできる

①ピンとこない
　（はっきりわからない）
②若い人たちが増えるまちの
　実現の施策の提言
③我慢して耐えるとき

［向井幹公さん］

①民の意見を実現してくれる人、
　行政・生活の質の向上になって
　くれる人
②行動力、スピード感のある人、今
　の時代に合った新しい感覚の
　持ち主
③新型コロナウイルスのような不
　透明な時代の時こそ、議員には
　頑張ってもらいたい

　岡谷市議会では、岡谷市が設置した「新型コロナウイルス感染症岡谷市対策本部」での方針決定について、議員間で情報の共
有を図るとともに、全員協議会において、市側から現状の報告を受けるなど、状況把握に努めているところであります。
　また、岡谷市議会議員としての対応については、「岡谷市議会議員の新型コロナウイルス感染防止のための行動指針～感染を
広げないため～」を定め、議員一人ひとりがこの行動指針を踏まえた行動をするよう意思統一を図っております。

［小口　崇さん］

●市内でウェットプロセス装置と
　洗浄機を製造する
株式会社ツカダファイネス

ご協力いただいた企業

新型コロナウイルス感染症に対する岡谷市議会の対応

［塚田尚希さん］

塚田　功さん
代表取締役社長

※新型コロナウィルス感染防止のため、マスクを着用。
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